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あらまし 生成 AIの発展に伴い対話生成の研究が進んでおり，歴史上の人物や特定のキャラクタとの対話を再現す
る手法が提案されている．特に学校や会社の創設者など，特定のコミュニティにおける偉人と対話するシステムは理
念の共有や，悩み相談への応用が可能である．一方，多くのシステムはどのユーザにも共通した内容の応答を提示し
ており，ユーザの経験や強み・弱みといった個人特性を考慮した対話を生成していない．個人特性を考慮するために，
ユーザのセンシティブデータを用いることが有用であるが，クラウド型 LLMへの入力は情報漏洩や学習データとし
ての利用といったリスクがある．そこで本研究では，具体的な値を含むセンシティブデータを抽象的なデータにする
処理を行い，RAGを用いて参照することでユーザの個人特性を考慮した偉人との対話生成手法を提案する．本研究は
対象のコミュニティを甲南大学，対象のユーザを本学の学生として創設者である平生釟三郎との対話生成を行う．
キーワード LLM，RAG，対話システム, センシティブデータ

1 は じ め に
生成 AIの発展に伴い対話生成の研究が進んでおり，歴史上
の人物や特定のキャラクタの口調や理念を考慮した対話生成手
法が提案されている [8] [10]．特に，学校や会社の創設者など特
定コミュニティにおける偉人と対話するシステムは，理念の共
有やコミュニティに所属する人々の意思決定支援などへの応用
が可能である．例えば，甲南大学の創設者である平生釟三郎は
「人格の修養と健康の増進を重んじ、個性を尊重して各人の天賦
の特性を啓発する人物教育の率先」や「人生は長い長いマラソ
ン競走である。」といった独自の理念を持つ．このようなコミュ
ニティの偉人の理念は，コミュニティに所属する人々の行動指
針や意思決定の基準となる重要な概念である．そこで，これま
で我々は偉人の理念を容易にコミュニティのメンバーに伝える
方法として，コミュニティの偉人の理念を含んだスピーチ生成
手法 [2]と対話生成手法 [3]を提案してきた．しかしながら，偉
人の理念を考慮した対話システムであっても，ユーザの個人特
性や経験を十分に反映できない場合，どのユーザに対しても一
般的な発話を生成することが多い．そのため，偉人の理念を対
話として提示し，ユーザの個人特性を考慮して発話内容や語り
方を調整する個人適応型の対話生成が重要である．
個人特性を考慮した対話生成を行うためには，ユーザの経歴
や成績といったセンシティブなデータ (以下，センシティブデー
タと呼ぶ)を含む情報を LLMに入力する手法を用いることが
有効と考えられる．しかしながら，ChatGPT1やGemini2など
のクラウド型 LLMにセンシティブデータをそのまま入力する
ことは，情報漏洩や意図しない学習データへの利用といったリ
スクがある．そこで本研究では，ユーザのセンシティブデータ

1：https://chatgpt.com/
2：https://gemini.google.com/

に含まれる具体的な値をマスキングして抽象化した個人特性の
情報 (以下，個人特性情報)を用い，クラウド型 LLMへ具体値
を直接入力せずに個人適応した対話生成手法を提案する．さら
に，偉人の理念を含む文を収集した名言データベースを構築し，
ユーザ発話にマスキング済み個人特性情報を加えたクエリ拡張
により名言を検索する RAGを組み込むことで，個人特性を考
慮した偉人との対話生成を実現する．本研究の技術的ポイント
は以下のとおりである．
• センシティブデータを扱った対話生成
• 偉人の理念を考慮した対話生成
本研究は対象のコミュニティを甲南大学，対象のユーザを本

学の学生として創設者である平生釟三郎との対話生成を行う．
具体的には，学生のディプロマ・サプリメントから成績や課外
活動の経験などを抽出し，学生の個人特性情報を考慮した平生
釟三郎との対話を生成する．ディプロマ・サプリメントは，学
生が取得した学位や資格の学修内容を説明する文書であり，本
人情報，学位情報，成績評価，学修成果，課外活動などの情報
を含む．本研究の提案手法の概要を図 1に示す．
以下に本論文で提案する対話生成の手順を以下に示す．

1. 学生のディプロマ・サプリメントから成績や課外活動等を
抽出し，抽出したユーザのセンシティブデータを含むデー
タベースを構築する．このデータベースをユーザデータ
ベースと呼ぶ．このとき，センシティブデータの具体的な
値をマスキングするためのタグを付与する．

2. 平生釟三郎に関する書籍から理念を含む文を収集し，名言
データベースを構築する．

3. ユーザ発話に対し，マスキング済み個人特性情報を用いて
クエリ拡張を行い，名言データベースから関連する名言を
検索する．

4. ユーザの発話，マスキング済み個人特性情報，検索結果の
名言を統合してプロンプトを生成し，クラウド型 LLMに
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図 1 システム図

よって対話生成を行う．
これにより，具体的な値をクラウド型 LLMに入力せずに，ユー
ザの個人特性を考慮した偉人との対話生成が可能になる．

2 関 連 研 究
Lewis ら [5] は外部知識を検索して生成に利用する RAG の
基本フレームワークを提案し，オープンドメイン QAおよび言
語生成タスクで有効性を示した．本研究では，この RAGのフ
レームワークに基づき対話システムを構築する．
個人適応型対話生成に関して，ユーザ情報の効率的な利用を
行うための様々な研究が行われている．Asthanaら [1]ユーザ
の入力に対する個人適応の必要性を 3段階で推定し，必要な場
合に限ってユーザの情報を用いたクエリ拡張と疑似回答を用い
た検索手法を提案している．この手法により，個人適応が有効
な発話でのみユーザ情報を反映することで過剰な個人適応を抑
制することができる．本研究では，個人適応型対話生成に必要
な情報を要約し，その要約情報を用いて検索および個人適応型
対話生成を行う点で異なる．Wang ら [9] はユーザの過去発話
履歴から個人特性情報を抽出することによって，個人適応型対
話生成を行う手法を提案している．本研究では，対話履歴から
の抽出ではなく，事前に構築したユーザデータベースを参照し，
個人適応型対話生成を行う点が異なる．また，これらの個人適
応型対話生成手法は，ユーザの個人特性情報を生データのまま
利用している．一方，本研究ではユーザのセンシティブデータ
を保護するために，センシティブデータにマスキングを行い個
人適応型対話生成を行う．Zhou ら [11] は LLM を用いてユー
ザの入力文に含まれるセンシティブデータをマスキングするこ
とにより，ユーザのセンシティブデータを保護する手法を提案
している．本研究は，ユーザ入力文そのものではなく，個人適
応に用いるユーザの個人特性情報を対象としてマスキングを行
う点で異なる．
大規模言語モデルに対象の人物やキャラクタのペルソナ文を
プロンプトに挿入することで，特定の人物やキャラクタとの対
話生成を行う様々な研究が行われている．Lee ら [4] は応答内
容に最も関連するペルソナ文をプロンプトとして対話に挿入す
ることで，特定のキャラクタや人物を再現した対話システムを
構築する手法を提案している．本研究は実在した人物を対象と
しているため，ペルソナ情報を網羅的かつ正確に定義すること

が極めて困難である．そのため，本研究ではペルソナ文の設計
ではなく対象人物の著作等から収集した理念を含む文を用い
て対話生成を行う．Shao [7]はベートーヴェンのような特定の
個人のプロフィールや経験を含むデータから対話データを生成
し，そのデータを用いたファインチューニングによって特定の
人物との対話を再現する方法を提案した．本研究ではファイン
チューニングではなく，RAGを用いて偉人との対話生成シス
テムを構築する．

3 データベースの構築
3. 1 ユーザデータベースの構築
ユーザデータベースで取り扱うセンシティブデータ
本研究では，個人適応型の対話生成に必要な個人特性情報を

保持するために，ユーザデータベースを構築する．本研究にお
けるユーザは甲南大学の学生とし，ユーザデータベースのデー
タソースとして，甲南大学が発行する甲南大学ディプロマ・サ
プリメントを用いる．本研究では，個人を直接特定し得る情報
と学修状況や成績評価の値をセンシティブデータとして扱う．
つまりは，ユーザデータベースで取り扱うセンシティブデータ
は，本人情報，学位情報，成績評価，学修成果，課外活動の 5
つのクラスからなる．
• 本人情報は氏名，生年月日，学籍番号からなる．
• 学位情報は学位名と専攻分野からなる．
• 成績評価は年度ごとのその学生の平均 GPAである．
• 学修成果は甲南大学独自の評価項目であり，学生個々の習
得科目の成績を元に計算される値である．

• 課外活動は部活やサークルへの所属歴や，ボランティア活
動，留学などの経歴が含まれる．

個人特性情報の要約
本研究では，ユーザデータベースの中の個人特性情報を，対

話生成に重要な情報であると着目して要約する．これにより，
対話生成で参照する必要がある個人特性情報を簡潔にプロンプ
トで入力することが可能になる．要約処理では，ユーザデータ
ベースの各クラスにおけるインスタンスに対して，クラスごと
にデータの特徴を含む要約文を生成する．具体的には，本人情
報や学位，課外活動のように記述情報が中心のクラスでは，個
人適応した発話を生成するために必要な情報を含むように要約
する．さらに，成績評価や学修成果のように数値で表現される
クラスでは，単一の値そのものではなく，年度ごとの推移や特
に優れている評価項目に着目して要約する．生成した要約の例
を表 1に示す．
センシティブデータのマスキング
センシティブデータはユーザの個人特性を考慮した対話を行

うために必要となる情報である．しかしながら，ユーザの許可
なく外部へ共有されてはいけない情報である．そこで，センシ
ティブデータの要約及びマスキングからなる前処理をローカル
環境で行い，前処理を行った情報のみクラウド型 LLMを用いた
対話生成で利用する．前処理には，OpenAIが公開したオープ
ンウェイトモデルである gpt-oss-20b [6]を用いる．gpt-oss-20b
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表 1 ディプロマ・サプリメントから生成した要約の例
クラス 要約文
本人情報 氏名は甲南太郎、生年月日は 2002 年 5 月 15 日です。
学位 学位の名称は学士（経営学）であり、甲南大学の経営学部経営学科から授与されました。
成績評価 GPA は 2022 年度が最も高く 2.89 でした。2022 年度から 2023 年度にかけて低下し、通算での GPA は 2.47 です。
学修成果 2021 年度から 2024 年度にかけて、企業組織の理解や企業と市場の関係理解の達成率が顕著に向上しています。所属ゼミ・研究室は

山本ゼミであり、分野・テーマは日本語専攻です。
課外活動 2021 年度から 2024 年度にかけて、体育会硬式野球部の主務や文化会グリークラブの会計を務めました。また、ボランティア活動に

参加し、累積 60 時間の活動を行い、SDGs の実践プロジェクトにも関与しました。

表 2 マスキングした要約の例
クラス マスキング後の要約文
本人情報 氏名は{本人情報_01}、生年月日は{本人情報_03}です。
学位 学位の名称は{学位_01}であり、甲南大学の{学位_02}から授与されました。
成績評価 GPA は 2022 年度が最も高く{GPA 推移表_02}でした。2022 年度から 2023 年度にかけて低下し、通算での GPA は{GPA 推移

表_05}です。
学修成果 2021 年度から 2024 年度にかけて、企業組織の理解や企業と市場の関係理解の達成率が顕著に向上しています。所属ゼミ・研究室は

{学修情報_19}であり、分野・テーマは{学修情報_20}です。
課外活動 2021年度から 2024年度にかけて、{課外活動_01}の{課外活動_02}や{課外活動_03}の{課外活動_04}を務めました。また、ボラ

ンティア活動に参加し、累積 60 時間の活動を行い、SDGs の実践プロジェクトにも関与しました。

12 月 9 日
夜来雨今朝ニ至ルモ止マズ昨日午後三時半（其実四時）ヨリ兵庫
県教育会幹事会開会ス。議案ハ四五アリタルモ尤モ重要ナルモ
ノハ先日表彰セラレタル教育ニ関スル功労者、即チ四十年以上
教育ニ従事セラレタル人々ニ対シテ祝賀会ヲ催サントスルモノナ
ルガ、余ハカカル祝賀会ニハナルベク多数ノ会衆ガ賛同スルコ
トガ被表彰者ニ対シテ祝意ヲ表スルコトナレバ、ナルベク会費
ヲ廉ニシ会衆ガ集リ易キ機会ヲ択マザルベカラズト提議セシニ、
来ル二十四、五、六日ニハ神戸ニ於テ県学務部ノ主催ニテ講習会
アルヲ以テ一校ニ一人位ノ教師ガ出席スベク、マタ年末ニハ教員
ノ昇給問題等モアレバ校長ニシテ上庁スルモノモアレバ、来ル二
十四日ハ県会モ閉会後ナレバ好都合ナラントノ事ニテ、二十四日
ト決定。

図 2 平生釟三郎日記の例

はモデルの重みが公開されている LLMであり，ローカル環境
で実行することができる．そのため，甲南大学ディプロマ・サ
プリメントに含まれるセンシティブデータを外部サービスへ送
信することなく前処理を行うことができる．
マスキング処理では，個人を特定できる可能性のある数値や
単語を抽象的なタグに置換することにより処理を行う．具体的
には，甲南ディプロマ・サプリメントから抽出した各データに
対して，クラス名と出現順に割り振られる IDを組み合わせた
タグを割り当てる．各データに一意のタグを割り当てることで，
生成後にローカル環境でタグを元の値に復元してユーザに提示
することが可能になる．マスキングを行った要約文の例を表 2
に示す．
ユーザデータベースには，ディプロマ・サプリメントから抽
出したデータに加え，マスキング後の要約結果およびタグ情報
を保存する．これにより，センシティブデータがマスキングさ
れた個人特性情報をプロンプト生成に用いることができる．

3. 2 名言データベース
データソース
偉人との対話生成を行うために，その偉人の考え方や理念を

含む文を LLMにプロンプトとして入力することで，偉人との
対話を生成する．本研究では，対象人物の理念，価値観，人生
哲学，物事に対する考え方などが表現されている文および文章
を名言と定義する．そして，対象の偉人の著作から名言を抽出
し，RAGを構築するための名言データベースを構築する．本
研究では，1913年から 1945年にかけて書かれた平生釟三郎の
日記をデータソースとして使用する．平生釟三郎日記は，日付
と本文で構成された全 18巻からなり，合計 12,942ページから
なる．日記には平生釟三郎の経験や，その日の新聞記事および
講演の原稿などが含まれている．そこで，このように様々な情
報を含むテキストデータから，平生釟三郎が実際に発言した名
言を抽出する．これらの日記は電子のテキストデータが存在し
ないため，OCRによりテキストの抽出を行う．このとき，日
記本体のページ番号やヘッダーなどの要素により，正確に読み
取れない場合がある．これらのエラーは人手により修正を行
う．そのため人的コストの観点から，本研究では 1927年から
1945年にかけて書かれた第 9巻から第 18巻までの合計 10巻
を使用する．平生釟三郎日記の例を図 2に示す．この日記は戦
前の日本語で書かれているため，旧字体と歴史的仮名遣いが用
いられている．このような文を用いた対話が生成された場合，
ユーザが解釈できない場合が考えられる．そこで，平生釟三郎
の日記を現代の日本語に変換し，名言データベースを構築する
ためのデータソースとして用いる．本研究では，OpenAIが提
供する gpt-4o3を用いて平生釟三郎日記第 9 巻から第 18 巻の
117,000文，5,337,764単語を現代の日本語に翻訳した．その結
果，158,590文，6,048,866単語となった．旧字体と歴史的仮名

3：https://platform.openai.com/docs/models/gpt-4o
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表 3 名言抽出に用いるプロンプト
入力文が「名言」の定義に合致するかどうか判定してください。
・名言の必須条件
文章が以下の性質を明確に含んでいるか評価してください。
1. その文の主張や教訓が、特定の個人の経験や特定の文脈を越え
て時代や文化を問わず多くの人々の生き方や社会活動に当てはま
る。
2. その文が物事の本質を突く深い洞察や、人間や社会が「どうあ
るべきか」という規範的な考え方（人生哲学）を表現している。
・ 名言ではない条件
文が以下のいずれかの特徴に合致する場合名言ではない判定して
ください。
条件 1：特定の出来事や体験談。文脈依存性が高く、普遍性が欠け
るため名言ではない。
条件 2：社会や制度の問題点を客観的に指摘・描写しているだけの
文章。筆者の哲学ではなく、現状分析に留まるため名言ではない。
・ 出力形式
判定結果を 名言の場合は 1，名言でない場合は 0 の数字のみで出
力してください。他の文字（解説、句読点、空白など）は一切含め
ないでください。

遣いを用いて書かれた原文の意図や意味を完全に保持した現代
語訳を行うことは困難である．そのため，時代背景を考慮する
必要のある文章は翻訳によってニュアンスが変化する場合があ
るが，翻訳されたすべての文章を人手で検証することは困難で
ある．そのため，当時の価値観やニュアンスを反映した現代語
訳は今後の課題である．
名言の自動抽出
平生釟三郎日記には，様々な内容の文が混在する．そのため，
本研究では現代の日本語に変換した平生釟三郎日記から名言の
みを抽出する．本研究では，OpenAIが提供する gpt-4.14を用
いて自動的に名言を抽出する．名言抽出のために用いるプロン
プトを表 3 に示す．本研究では名言の自動抽出手法の精度を，
人手によるアノテーションで作成した正解データを用いて評価
する．正解データは現代語に翻訳した平生釟三郎日記からラン
ダムに抽出した 500文に対して，各文が名言かどうかを人手で
判定することで作成する．本研究では，各文を 10名のアノテー
タが判定し，6名以上が名言であると判定した文を名言とする．
この結果，500文の内 147文が名言であると判定された．正解
データに対して，名言の自動抽出を行った結果，適合率が 0.51，
再現率が 0.73であった．適合率が 0.51と低い原因は，名言の
判定は文脈を考慮する必要がある点や，普遍的な教訓や考え方
との区別が難しい点が考えられる．
現代の日本語に変換した平生釟三郎日記の全文に対して名言
の自動抽出を行った結果，158,590文から 3,626文の名言を抽出
した．ここで，RAGを構築するために，名言をOpenAIが提供
するテキスト埋め込みモデルである text-embedding-3-large5

を用いてベクトル化する．これらの抽出した名言と，各名言の
埋め込みベクトルを名言データベースに格納する．

4：https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-4.1
5：https://platform.openai.com/docs/models/text-embedding-3-large

表 4 対話生成に用いるプロンプト
あなたは甲南学園の創設者、平生釟三郎です。
平生釟三郎として，あなたの理念を反映した回答を出力してくだ
さい。
以下のユーザ情報は、センシティブデータをマスキングした状態の
データです。このユーザ情報を参照して、ユーザの個人特性に応じ
た発話を行ってください。具体的な値は{本人情報_01}などの指
定されたタグを使用して出力してください。
以下の名言は、あなたの理念や価値観、人生哲学、物事に対する考
え方を反映した文です。この名言の内容を考慮して回答してくださ
い。
ユーザの入力に対する応答のみを出力してください。出力は 3 文
程度で行ってください。
・参考にするユーザ情報
{profile_text}
・参考にする名言
{quotation}
・これまでの対話履歴
{history}
・ユーザの入力
{user_input}
出力：

4 対話生成手法
本研究では，ディプロマ・サプリメントから抽出したユーザ

の個人特性情報と，平生釟三郎日記から抽出した名言を用いて，
ユーザの個人情報特性を考慮した偉人との対話生成を行う．

4. 1 名言検索手法
偉人との自然な対話を生成するためには，ユーザ発話に対

して内容的に関連している名言を対話生成で用いる必要があ
る．そこで，text-embedding-3-largeによるテキスト埋め込み
とコサイン類似度による名言の検索を行う．また，本研究では
OpenAIが提供する gpt-56を用いてテキスト生成を行う．名言
検索の手順を以下に示す．
1. ユーザの入力とマスキング済み個人特性情報を与え gpt-5
によって仮の応答を生成する．これは最適な名言を検索す
るためのクエリとする．

2. text-embedding-3-largeによって，生成した仮の応答をベ
クトル化する．

3. 名言データベース内の全ての名言とのコサイン類似度を計
算する．この結果，類似度が大きい上位 n件の名言を検索
結果とする．本研究では n=5とする．

4. 2 プロンプトの設計
対話生成に用いるプロンプトを表 4に示す．プロンプトは人

物の指定，発話生成のために考慮すべきデータの説明，ユーザ
情報，検索結果の名言，対話の履歴，ユーザの入力から構成さ
れる．ユーザ情報は，ユーザデータベースに格納されている
ユーザの個人特性情報と，クラスごとに生成する要約文を入力

6：https://developers.openai.com/api/docs/models/gpt-5
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する．これらは，センシティブデータをマスキングしたデータ
を用いる．検索結果の名言は，コサイン類似度の大きい上位 n
件を入力する．本研究では n=5とする．対話の履歴は，ユーザ
発話とシステム発話の履歴を入力する．ここで入力する対話履
歴の文は，センシティブデータをマスキングした状態のデータ
である．また，プロンプトではセンシティブデータの具体的な
値を利用する必要がある場合，タグを用いて出力することを指
示する．これにより，LLMはタグを用いた発話を生成する．そ
の発話に含まれるタグはローカル環境で具体値に復元してユー
ザに提示する．これにより，クラウド型 LLMへセンシティブ
データを入力せずに個人適応した対話生成を行う．

5 評 価 実 験
提案する対話生成手法について，以下に示す 2点について評
価実験を行う．まず，名言を用いた対話生成手法によって平生
釟三郎の理念を含んだ対話を生成できるか評価する．次に，提
案手法によってユーザのセンシティブデータを考慮した対話を
生成できるか評価する．
実験方法
本研究で対象とする偉人は，甲南学園の創設者である平生釟
三郎である．
本実験では，マスキングの有無による個人特性情報の扱いと，
要約文の入力の有無が対話品質に与える影響を比較するため，
以下に示す 4つの手法で比較する．
1. ベースライン： ユーザデータベースの中の個人特性情報
を列挙したテキストを，プロンプトに入力して対話を生成
する．

2. マスキング：センシティブデータをマスキングした個人特
性情報を列挙したテキストを，プロンプトに入力して対話
を生成する．

3. ベースライン+要約： 個人特性情報を列挙したテキストを
入力する．さらに，ユーザデータベースの中の要約文も入
力して対話を生成する．

4. マスキング+要約 (提案手法) ： センシティブデータをマ
スキングした，ユーザデータベースの中の個人特性情報と
要約文をプロンプトに入力して対話を生成する．

どの手法においても表 4 に示すプロンプトを用いるが，参
考にするユーザ情報として挿入する部分が相違点であり，それ
以外の条件は同一とする．本実験において，対話生成に用いる
LLMは gpt-5である，評価者は平生の理念を理解している甲
南大学の学生 14名である．話題は指定せず，自由にモデルと
の対話を行うように指示した．そのため，一つの話題について
5ターン以上の対話を行っている場合もあれば，何度か話題が
遷移しながら 5ターン以上の対話を行っている場合もある．話
題が遷移した場合においても適切な応答や，一貫性を保った対
話ができるかを評価するため，このような実験設定とする．対
話終了後，評価者は以下の評価項目について 4段階 (1.全くそ
う思わない, 2.そう思わない, 3.そう思う, 4.とてもそう思う)
のリッカート尺度で評価を行う．また，評価者は実験の対話履

図 3 評価項目 1，2 の結果

表 5 対話生成手法と評価項目ごとの実験結果の平均値
対話生成手法 1 2 3 4 5 6
ベースライン 2.64 2.50 2.71 3.00 3.57 3.36
マスキング 2.71 2.86 2.86 2.86 3.14 2.57
ベースライン+要約 2.79 2.64 2.93 3.29 3.79 3.36
マスキング+要約 (提案手法) 2.79 2.50 3.07 3.21 3.57 2.79

歴を参照しながら，感想や意見を自由記述形式で回答する．
1. 平生釟三郎の理念を含んでいる．
2. 平生釟三郎と話しているように感じた．
3. 個人特性を具体的に反映した対話である．
4. 個人特性と矛盾していない．
5. 対話の一貫性：内容に論理的な飛躍や矛盾がない．
6. 対話の自然さ：質問が多すぎたり,受け身すぎたりしない
自然な対話である.

また，上記の表項目において，以下の 3つのリサーチクエス
チョン (以下，RQ)を立てて考察を行う．

RQ1 名言をプロンプトに入力する対話生成手法によって，偉人
の理念を考慮した対話を生成できているか?(評価項目 1，
2)

RQ2 提案手法によって，個人特性情報を考慮した対話を生成で
きているか?(評価項目 3，4)

RQ3 提案手法によって，マスキングを行う手法においても自然
な対話を生成できているか?(評価項目 5，6)

RQ1．名言をプロンプトに入力する対話生成手法によって，偉
人の理念を考慮した対話を生成できているか?
評価項目 1および 2の結果を，図 3に示す．また，対話生成

手法と各評価項目ごとの平均スコアを表 5に示す．
評価項目 1では，すべての対話生成手法で平均スコアが 2を

超えている．名言を用いた対話生成手法によって，平生釟三郎
の理念や考え方を含んだ発話が生成できたことが分かる．評価
項目 2では，すべての対話生成手法で平均スコアが 2を超えて
いる．一方，平生釟三郎と話しているように感じないと評価さ
れた場合もある．評価項目 2について，2と評価された例を表
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表 6 平生釟三郎と話しているように感じないと評価された対話の例
話者 対話
system 甲南太郎さんは、多岐にわたる活動に取り組んで

きましたね。特に、体育会硬式野球部やボランティ
ア活動などの経験は、将来の大きな力となるでしょ
う。

user 具体的にどんな役に立つと思いますか？
system 体育会硬式野球部で培ったリーダーシップを活か

して，多様な価値観を尊重し、共生の精神を広め
ることが大切です。これらの活動を通じて、周囲
の人々にも良い影響を与えることができるでしょ
う。

図 4 評価項目 3，4 の結果

6に示す．この例では，平生釟三郎の考え方を含んでいると評
価されたが，平生釟三郎と話しているように感じていないと評
価された．このように評価した被験者は自由記述回答で，「共生
の精神」といった平生釟三郎の理念に関連する言葉遣いが含ま
れているものの，そのほかの言葉遣いや語尾が一般的であると
述べている．これは，平生釟三郎日記を現代語に翻訳した際に，
平生釟三郎特有の使用語彙や文末表現が失われたためであると
考えられる．
したがって，RQ1に関しては名言を用いることで偉人の理念
に沿った対話生成が可能である一方，偉人らしい文体の対話生
成には課題があると言える．
RQ2．提案手法によって，個人特性情報を考慮した対話を生成
できているか?
評価項目 3および 4の結果を，図 4に示す．評価項目 3と 4
では，個人特性を反映した対話を生成できているか評価する．
評価項目 3では，どの対話生成手法でも平均スコアが 2を超え
た．また，提案手法では 86%が肯定的に評価しており，提案手
法のみ平均スコアが 3を超えた．さらに，マスキングの有無で
比較するとマスキングを行う対話生成手法の方が平均スコアが
大きい．これはセンシティブデータをタグとして与えることに
よって，LLMが対話で具体的な値を用いることが多いためで
あると考えられる．また，要約の有無で比較すると，要約文を

表 7 個人特性を考慮する必要のある対話の例
ベースライン
user 部活で練習しても思うように上手くいかないんで

すけど、どうすればいいですか？
system 野球部での練習がうまくいかないと感じるときは、

まず仲間と支え合い、共に成長する意識を持つこ
とが大切です。先輩やコーチにアドバイスを求め
ることで、新たな視点を得られるかもしれません。

マスキング+要約 (提案手法)
user 部活で練習しても思うように上手くいかないんで

すけど、どうすればいいですか？
system 練習が思うようにいかないときは、仲間との信義

や気風を大切にし、互いに助け合うことが重要で
す。

入力する対話生成手法の方が平均スコアが大きい．これは，モ
デルが参照するべき情報を要約文として入力することによって，
対話に組み込むべき個人特性情報を利用しやすくなったためで
あると考えられる．また，GPAなどの数値で扱う情報は，そ
の数値の変化の特徴に着目した要約文を生成することによって，
具体的な個人特性を含む対話を生成できたと考えられる．しか
しながら，マスキングを行う対話生成手法では，個人特性情報
を考慮して回答する必要がある発話に対して一般的な発話を生
成する場合が多い．個人特性を考慮して回答する必要がある対
話の例を表 7に示す．マスキングを行っていないベースライン
では，ユーザが野球部であるという情報を考慮して，コーチな
どにアドバイスを求めると良いという具体的な助言を生成でき
ている．しかしながら，マスキングを行った対話生成手法では
野球部での練習に対しての助言ではなく，一般的な助言を生成
している．センシティブデータのマスキングにより LLMが具
体的な値を参照できず，ユーザが野球部に所属しているという
個人特性情報を利用できないためである．評価項目 4では，マ
スキングのみの対話生成手法は平均スコアが 2.86 と低く，そ
のほかの対話生成手法は平均スコアが 3以上である．特に，提
案手法では 100%が肯定的に評価した．自由記述回答によると，
個人特性情報に矛盾する発話はなかったが，個人特性情報を考
慮して回答してほしい場面であっても一般的な回答が多く感じ
られたという指摘がある．これは，マスキングにより具体的な
値の参照ができないため，個人特性情報を考慮しない一般的な
発話が生成されたと考えられる．また，要約文を入力する対話
生成手法では，マスキングの有無に関わらず平均スコアが大き
くなっている．これは，要約文によってマスキングされたセン
シティブデータをどのように利用すればよいか明確にすること
ができるためであると考えられる．
したがって，RQ2に関してはクラスごとの要約文を入力する

ことによって，個人特性情報と矛盾せず具体的な値を用いた対
話を生成できたと言える．しかしながら，個人特性情報を考慮
して回答することが重要な質問に対しても一般的な内容の対話
を生成してしまうという点が課題である．
RQ3．提案手法によって，マスキングを行う手法においても自
然な対話を生成できているか?
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図 5 評価項目 5，6 の結果

表 8 自然でないと評価された提案手法による対話の例
話者 対話
user 成績が思うように上がらなくて困っています
system 2.31 から 2.44 にかけて上昇傾向が見られます。

甲南 太郎さんの努力には必ず成果があると信じて
続けてみてください。

表 9 ユーザの挨拶に対する発話の例
話者 対話
user こんにちは
system こんにちは、甲南太郎さん。あなたの学びや活動

に対する情熱を感じます。独立自営の精神を育む
ことは、未来のリーダーとしての成長に繋がりま
すね。

評価項目 5および 6の結果を，図 5に示す．評価項目 5と 6
では，マスキングしたデータを対話生成に用いることで，対話
生成の性能が低下しないか評価する．評価項目 5では，どの対
話生成手法も平均スコアが 3を超えた．これは，ユーザの個人
特性を考慮した対話であるため，個人適応した対話が生成され
ている点と，偉人の考え方を含む対話であるため一貫性のある
対話であると評価されたと考えられる．評価項目 6では，マス
キングを行った対話生成手法は平均スコアが 3を下回り，マス
キングを行っていない対話生成手法は平均スコアが 3を超えた．
これは，センシティブデータのマスキングによって，個人特性
情報が不自然に利用される場合があるためである．また，マス
キングを行う対話生成手法では，「甲南 太郎さんが体育会硬式
野球部や学内活動で担った役割の中で」のように人名や部活動
の名称を常に正式名称で出力する．このため，発話が堅い印象
になりやすい．また，提案手法で自然な対話ではないと評価さ
れた例を表 8に示す．ユーザの成績が上がらないという相談に
対して GPAが上昇していることを伝えているが，具体的な数
値のみを出力しているため，ユーザがどんな意味の数値か理解
できず不自然な対話であるという印象を与えている．このよう
に，マスキングを行った場合はセンシティブデータが不自然に

利用される場合が多い．
また，ベースライン+要約の対話生成手法で自然な対話では

ないと評価された例を表 9に示す．この例では，ユーザが入力
した単純な挨拶に対して，ユーザの個人特性と偉人の考え方を
含めた発話を返している．本研究の手法では，一つのプロンプ
トにユーザの個人特性情報と 5件の名言を含めている．それら
の情報を考慮した対話を生成するという指示に従って対話を生
成したため，挨拶という状況を無視した対話が生成されたと考
えられる．このことから，対話の状況に応じて RAGの適用を
切り替えるなどといった仕組みが必要であると考えられる．
したがって，RQ3に関しては一貫性のある対話は生成できる

が，センシティブデータの具体的な値を自然に利用した対話生
成には課題があると言える．

6 まとめと今後の課題
本研究では，センシティブデータをクラウド型 LLMに入力

せずにユーザの個人特性を考慮した偉人との対話生成を行うた
めの手法を提案した．具体的には，ユーザのセンシティブデー
タに対してマスキング処理を行い，オープンウェイトモデルの
LLMで事前に生成する要約文を用いることで個人適応型対話
生成を行う．また，偉人の著作から名言を抽出し，RAGを構
築することによって偉人との対話を生成する手法を提案した．
評価実験の結果，センシティブデータにマスキングを行っても
個人特性情報を利用した対話が可能であることが分かったが，
自然な対話の生成には課題があることが明らかになった．今後
の課題は，偉人らしい言葉遣いを反映した対話生成や，質問や
挨拶などユーザの入力に合わせた応答の生成である．
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